Time feeling in the fairy-tale "Urashima Taro" by Kondo, Yoshiki
  浦島太郎の時間感覚 
































































































































































































































































































































なる。この世にいる自分は、死者のなくなった日から数えて、30 年たって 30 歳としとっ
ているのに、夢に帰ってきた死者は、まるで時間がない永遠の国にいるかのように、全然
としとらずに 30 年前のままであらわれるのである。この世では、30 年経っているのに、
あの世では、まるで時間が経っておらず、結婚式のときに花婿姿で死んだのが、せいぜい
着替えをして普段着であらわれるぐらいのことであるから、この 30 年は、結婚式を終える





































たのに、今日はもう 10 才の子供になっているのを見る。つまりは、異世界の方には 1、2
日しかいなかったのにこの世界(故郷)では 10 年も経っているという勘定になるから、異世
















し、浦島体験の方を混入したのであろう。浦島体験の時間的な展開が各自の旅が 5 年や 10





平成 12 年 12 月 
               『広島大学大学院文学研究科論集』第 60 巻 75~92 頁 
 
  
